





































































































 4.1 擁壁で守られた宅地造成地で生じる 2 つの争点 
 擁壁で守られた宅地造成地についての紛争では、問題とされる内容は大きく二つに分け
られる。 
  １．擁壁背面地盤の沈下による住宅の不同沈下による不具合の問題 







































   
図-３ 盛土高に占める自沈層厚の割合  図-４ 盛土高に占める 0.75kN 自沈層厚の割合 
 














 4.3 擁壁の安定計算における問題 
























































の被害が詳細に調査され報告されている１０）。そこでは、昭和 50 年（1975 年）以降の宅造
法の技術基準に従って作られた擁壁が約 55,700 箇所あり、擁壁が被災したのはわずかに 7
例と報告している。被災形態は、クラック発生が 6 箇所、擁壁の傾きが 1 箇所で、それも
軽微であるとしている。このうち、6 例は石積擁壁で、基礎地盤の支持力不足や基礎沈下
と思われるのが 4 例で、増積擁壁の影響と思われるのが 2 例であり、鉄筋コンクリート擁















盛土の高さは最大で 1.44m であった。擁壁は 0.3m の根入れがされ、南側の擁壁で高さは
2m を超えないものであった。造成地は 11 区画に区分され、販売価格が土地代も含め 1 億
数千万円の高額な物件であった。 


















 この事例は、広い窪地地形のところに最大高さ約 4m の擁壁で囲んで宅地を造成し、民宿
を建築して営業していたところ、擁壁前面側の窪地に埋立が行われ、埋立工事によって背
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